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本誌の表紙に使われた貴重書

　本書は、16世紀ヨーロッパの代表的詩人で、ポルトガル生まれのカモンイスによる叙事詩です。カモンイスの生

涯に関しては、今なお伝説的なヴェールに覆われている面が少なくありません。リスボンに生まれ、青年期をコイ

ンブラで過ごしますが、リスボンに戻ってから宮廷に仕える身分になりました。しかし、ある女性問題からアフリカ

に左遷され、その地で参加した戦闘で右眼を失います。その後、傷害事件を起こして祖国を去ることになり、10数

年間インドで兵役に従事します。兵役が終わってからマカオで財産管理関係の職につきますが、債務不履行の罪

から何度か獄につながれ、友人に助け出されて17年ぶりに故国に戻ります。

　帰国後、カモンイスはその卓越した詩的才能を発揮して、大航海時代に新天地を求めて雄飛するポルトガル人

の勇気と壮挙を讃えた叙事詩を発表しました。歴史・地理・天文学・伝説・神話を含む当時のあらゆる学問分野に

わたる該博な知識を駆使して、雄大に歌い上げています。この叙事詩の根底に流れているものは、古典への復帰

と人間性の解放をテーマとするルネサンス文学への讃歌であり、この作品はその偉大な結晶となっています。

　初版は1572年ですが、本書は1900年にリスボンで出版された大型豪華本で、58冊限定版です。

                                            　　               　　　　　原寸　３７．２×２３．３cm 

　『洋書百選』（１９７２年本学図書館刊行）より抜粋、加筆

Os Lusíadas 
Lisboa, 1900.

ルイス・デ・カモンイス 『ウズ・ルジアダス』
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